
堤防沿いに位置するあいら桜並木公園では、春には桜並

木や菜の花が咲きほこる。また、地域の人々の活動により、あ

じさいやコスモスなど、四季折々の花を楽しむことができます。

姶良川では、カヌー利用が盛んで、クラブ活動や地域団体で

利用されており、国体選手を輩出するなど、カヌー練習コース

として利用されています。

河川敷では、夏祭りなど、地域のイベントの場として利用され、

地域交流の場となっています。

●イベント情報●

1月：鬼火焚き 2月：美里あいら心ワクワクウォーキング大会

7月：あいら川カヌー体験会

8月：あいら川サマーフェスタ 美里あいら夏祭り など

この度、肝付町のまちと高山川の河川空間を活かした

「高山川かわまちづくり」が、令和7年8月1日付けで新

たにかわまち事業に登録となりました。

それに伴い、令和7年９月２日 肝付町役場にて平田事

務所長より「高山川かわまちづくり」登録証が手交され

ました。

この取組を充実させるため、本計画では、肝付町の「自

然と歴史」という魅力を活かし、地域住民の日々の暮らし

の営みの中を高山川が流れ、ある時は高山川が賑わい

の中心になるよう、水辺空間の持続可能な利活用と水辺

整備を推進し、地域の皆さんと共に、「まちの魅力を最大

限に活かす」かわまちづくりに取り組んでいきます。

国土交通省では、この取組に対し、必要な

河川管理施設の整備のほか、ソフト施策の

支援を実施していきます。
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国土交通省大隅河川国道事務所
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https://www.qsr.mlit.go.jp/osumi/

かわまちづくりロゴマーク
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「かわまちづくり」とは・・・？
九州各地には優れた景観、歴史、文化及び観光という「資源」があります。
これらを、地域の創意や知恵を活かし、地方公共団体や地元住民と連携して
「河川空間」と「まち空間」が一体となった良好なかわまち空間を創出する取り組みのことです。
「かわまちづくり」の推進に対して、河川管理者が積極的に支援します。
肝属川水系では既に姶良川が平成２９年に「あいら川かわまちづくり」の登録がされており、
今般「高山川かわまちづくり」が、令和7年8月1日付けで新たにかわまち事業に登録となりました。



気象庁「大雨や台風に備えて」より引用

肝属川に関する意見、質問、何でもどうぞ…

〒893-1207 肝属郡肝付町新富1013-1
大隅河川国道事務所 流域治水課

tel:0994-65-2541  fax:0994-65-9630

X（旧Twitter）フォローお願いします

大隅河川国道事務所 Ｘ

検索したら出てきます！たくさん情報ポストしています♪

●線状降水帯発生!!●
令和7年8月8日鹿児島県の霧島市周辺に線状降水帯が発生。
鹿児島県霧島市に警戒レベル5の大雨特別警報、
鹿屋市を含むその他の地域にも警戒レベル４土砂災害警戒情
報が発表されました。
鹿児島県のこの日までの24時間雨量は多いところで５００ミリ
を超えており、8月の観測史上1位を更新しました。

●指定河川洪水予報●
防災上重要な河川について国が管理する河川は国土交通省水管理・国土保全局と気象庁が、都道府県が管理する河川は都道府県と

気象庁が共同で指定河川洪水予報を発表しています。

指定河川洪水予報が発表された場合には、市町村からの避難情報に留意し、下記の表を参考に早め早めに安全を確保するよう行動

することが重要です。

●気候変動の状況●
地球温暖化に伴う気候変動の影響により、今後さらに大
雨や短時間強雨の発生頻度や降水量などが増大するこ
とが予測されており、大規模な水災害が発生する懸念が
高まります。

●指定河川洪水予報の入手方法●
指定河川洪水予報は、一般の気象警報等と同様に、気象台から都道府県を通じて市町村へ伝達されます。

一部の自治体では、メールによる配信サービスが行われています。

また、報道機関等の協力を得て住民のみなさんへもお伝えします。

気象庁ホームページでも「防災気象情報」の「指定河川洪水予報」で公開しています。

（URL:https://www.jma.go.jp/bosai/flood/）

「川の防災情報」

「リアルタイム防災情報」

指定河川洪水予報
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